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宇都宮市上下水道局 下水道管理課
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１ 施設概要

3

下水道の種類

4

汚水と雨水を別々の管きょ
で集めて，汚水のみを水再
生センターへ送る。（雨水
は河川へ放流）
【川田水再生センター】

分流式

汚水と雨水を同じ管きょで
集めて，水再生センターへ
送る。

【下河原水再生センター】

合流式



下河原・川田水再生センターの位置
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JR宇都宮駅
市役所

横川西小

合流区域

分流区域

下河原水再生センター

川田水再生センター

下河原水再生センター
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下河原水再生センターの概要
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運 転 開 始

処 理 人 口

昭和４０年度（５４年経過）

約４７，０００人

下 水 の 種 類 合流式

下河原水再生センター

8
旧 田川下水処理場（昭和４２年）



下河原水再生センター

9
現在の下河原水再生センター

水処理施設

汚泥処理施設

川田水再生センター
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川田水再生センターの概要
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運 転 開 始

処 理 人 口

昭和５３年度（４１年経過）

約２９３，０００人

下 水 の 種 類 分流式（一部合流含む）

川田水再生センター
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旧 川田下水処理場
（建設当時）

基礎工事

管理棟タイル貼工事



川田水再生センター
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現在の川田水再生センター

その他の取組（川田水再生センター）
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し尿・浄化槽汚泥受入施設（建設中）

浄化槽汚泥等の一体処理

（現在）東横田清掃工場で処理

川田水再生センターで一体処理

生活排水処理基本計画

老朽化



その他の取組（川田水再生センター）
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し尿・浄化槽汚泥受入施設

（令和３年１月供用開始予定）

建設中

２ 現状を踏まえた課題
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課題

・両施設とも運転開始から相当期間が経過し，

経年劣化による老朽化対策が必要です。

・近年の大規模地震を踏まえ，災害時にも処理

機能を確保するため，耐震化を図る必要があり

ます。

・将来の人口減少などにより処理水量の減少が

見込まれることから，適正規模を確保しつつ，

処理の効率化に向けた検討が必要です。
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下河原・川田水再生センターにおける

計画処理水量の推計

現時点における下河原・川田水再生センター

計画水量の推計値

H29 R1 R5 R9 R13 R15

将来的な処理水量
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人口減少などにより処理水量に変化

下河原・川田水再生センターの現在の処理能力 198,900ｍ3/日



３ 再整備の考え方
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再整備の目的
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老朽化 耐震化 適正規模

下水を適切に処理

再整備



再整備に当たっての方向性

・老朽化や耐震化対策を進め，施設の強靭化を

図ります。

・将来の人口減少など社会環境の変化を踏ま

え，下水処理の効率化を図ります。

・臭気対策など，水再生センターの周辺環境に

配慮した再整備を行います。
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川田水再生センターの再整備
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再整備に向けた対応（１） 耐震化
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施設の耐震化

用地拡張
（川田水再生センター）

現有能力を維持

再整備
（耐震化等）

【候補地】

食肉地方卸売市場
跡地

用地に制約

耐震化方法 建築物
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管理棟

沈砂池ポンプ棟川田水再生センター

中央監視室
自家発電機室
汚泥処理設備 など

建替えにより耐震化 補強が困難

建替え

用地に制約



耐震化方法 水処理施設

＋

（コンクリート補強部分 ）

１系 ３系２系

・・・

・・・

・・・

・・・ １系 ３系２系

・・・

・・・

・・・

・・・

【耐震補強前】 【耐震補強後】 （外部用地）

＋２系列増設
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容積（処理能力）
が減少

補強により耐震化

（補強イメージ）

水処理施設の耐震補強イメージ
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コンクリート



川田水再生センター再整備イメージ

新たな外部用地

沈砂池

ポンプ
管理棟

水処理施設

（２系列）

汚泥棟

川田水再生センター

反応タンク①～⑨

最初沈澱池①～⑨

最終沈澱池①～⑨

沈砂池

ポンプ

消毒施設

⑩

⑩

管理棟
汚泥棟

汚泥処理

施設

新たな外部用地

沈砂池

ポンプ
管理棟

水処理施設

（２系列）

汚泥棟

川田水再生センター

反応タンク①～⑨

最初沈澱池①～⑨

最終沈澱池①～⑨

沈砂池

ポンプ

消毒施設

⑩

⑩

管理棟
汚泥棟

汚泥処理

施設

水処理施設
（耐震化）

27

耐震化に伴い，外部用地が必要となります。

川田水再生センター位置図
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食肉地方卸売市場

平元通り

外部用地候補地



再整備に向けた対応（２）環境への配慮
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臭気対策

水処理施設の臭気対策を実施

再整備に当たり

臭気対策イメージ（川田水再生センター）

管理棟

水処理施設
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水処理施設
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臭気対策イメージ（川田水再生センター）

臭気対策イメージ（清原水再生センターの例）

32



下河原水再生センターの再整備
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再整備の考え方（下河原水再生センター）
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下河原水再生センターの再整備

用地拡張が必要

再整備（耐震化等）

機能の統合

現有能力を維持

用地に制約

将来的な処理水量



下河原水再生センターの施設
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下河原水再生センター

最初沈殿池

消化槽

老朽化対策や
耐震化が必要

再整備に向けた対応（３） 効率化
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汚水処理機能を統合

下河原
水再生センター

下水処理の効率化

川田
水再生センター



下河原水再生センター再整備イメージ

川田水再生センター

反応タンク①～⑨

最初沈澱池①～⑨

最終沈澱池①～⑨

沈砂池

ポンプ

消毒施設

⑩

⑩

ポンプ棟
雨天時

沈澱池

消毒

施設

田 川

流入 流入

下河原水再生センター

送水管は既設幹線を利用

管理棟
汚泥棟

汚泥処理

施設
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下河原水再生センターは
汚水の中継ポンプ場とします。

再整備の考え方（まとめ）
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・ 下河原水再生センターの汚水処理機能を

川田水再生センターに統合

効率化に向けて

・ 川田水再生センターの再整備（耐震化等）

に当たり，用地を拡張

（候補地：食肉地方卸売市場跡地）

強靭化に向けて



今後のスケジュール
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令和２年2月

近隣地域へ再整備の考え方について説明

令和２年度～

下河原水再生センターの再整備に係る基本

設計等を実施

下河原・川田水再生センター
における再整備について
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終わり


